藤野忠利さんと韓国
南　邦和

　藤野忠利さんは若い頃からの親しい友人であり、共通の人脈につながる宮崎のアーティスト仲間のひとりです。私たちにとってのベル・エポックであった1960年代後半から1970年代にかけて、この南国のふるさとを舞台に、いくつかの実験的な“仕事”をしてきました。＜グタイ美術＞の気鋭の作家であったフジノタダトシは、九州を代表する作家であり、常にこの地方の美術界に新鮮な刺激とオドロキを提供してくれました。
　その後も、藤野さんとの交友は続いていますが、特に、韓国との結びつきについては、2003年(H15)から始まった宮崎県による「韓国交流ネットワーク育成事業」の第二回派遣団員として、その翌年(H16)音楽・スポーツのメンバーと帯同してソウルを訪れた機会に行動を共にしたことです。藤野さんは韓国の児童画の指導者たちと、私は仁川の文学者たちの間に強い連帯の絆が生まれました。
　私自身は、これまでにも二十数年にわたって文芸ジャンルを通じての日韓交流の実績を持っており、韓国にも多くのチング(友人)たちがいます。日韓交流文芸誌「ホスアビ」の発行や、相互訪問によるシンポジュ－ムなどの交流を深めてきました。また、近年は宮崎県内の各分野(文芸・美術・音楽・舞台など)それぞれの日韓交流が盛んになってきています。（それらの経過については、宮崎芸術文化協会発行の「宮崎県文化年鑑2007」に、レポート「海峡に向かう文化の触手～“宮崎発日韓交流”」を発表しています）

　しかし、国際交流実現のためにはいくつものハードルが用意されていることもまた事実です。私自身の体験を通しても、日韓双方のいわゆる“歴史認識”のズレからの摩擦や、国民性の相違による誤解が生じることは、、ままある“現実”でもあります。その困難な状況の中で、ユニークな＜現代っ子センター＞の主宰者である藤野忠利さんの実践は、注目に値するものだと思います。

　“日韓友情年”であった2005年の「日韓文化交流フォーラム＆絵画展」に始まって「第二回日韓児童画展」（2006年）　「第三回日韓児童画展」（2007年）と着実に実績を積み上げ、そして、＜現代っ子センター＞の創立三十五周年にあたる今年は、「日韓文化交流フォーラム＆絵画展」と、さらなる飛躍を目指しての意欲的なイベントが準備されています。藤野忠利さんによる“日韓文化交流”は、まさに、今が「旬」と呼べるのではないでしょうか。
（宮崎県詩の会会長）
